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４
月
26
日
に
平
成
22
年
度
事
業
報
告

な
ら
び
に
決
算
報
告
、
そ
し
て
27
日
に

平
成
23
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
事
業

予
算
を
審
議
す
る
総
代
会
が
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
、
質
疑
を
経
て
い
ず
れ
も
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　　

26
日
の
総
代
会
は
議
長
に
第
一
町
内

会
の
小
笠
原
氏
、
議
事
録
署
名
者
に
第

二
町
内
会
の
西
山
氏
、
千
代
田
氏
を
選

出
し
、
総
務
部
会
長
か
ら
事
業
報
告
が
、

会
計
部
会
長
か
ら
決
算
報
告
が
さ
れ
、

会
計
監
事
か
ら
監
査
結
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　　

27
日
の
総
代
会
は
議
長
に
第
三
町
内

会
の
小
松
氏
、
議
事
録
署
名
者
に
第
四

町
内
会
の
塩
澤
氏
、
野
田
氏
を
選
出
し
、

議
題
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質

疑
の
中
、

出
席
者
か
ら
自

治
会
と
し
て
通

行
に
支
障
を
来

た
し
て
い
る
植

木
の
管
理
に
つ

い
て
啓
蒙
を
し

て
欲
し
い
事
、

ま
た
自
治
会
会

員
の
加
入
促
進
策
の
必
要
性
と
、
そ
の

た
め
に
も
会
則
の
整
備
を
行
っ
て
欲
し
い

事
な
ど
の
要
望
や
提
案
が
な
さ
れ
、
対

応
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　　

今
回
は
選
挙
の
た
め
、
平
日
の
夜
間

と
い
う
日
程
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多

忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
出
席
く
だ
さ
っ

た
代
議
員
お
よ
び
役
員
の
方
々
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　
（
総
務
部
会
長　

水
上
）

　

昨
年
か
ら
香
川
が
大
き
く
動
き
始
め
た
よ
う
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

香
川
駅
前
通
り
、
香
川
小
学
校
通
り
大
山
街
道
な

ど
、
主
要
四
通
り
の
防
犯
灯
が
す
べ
て
LED
灯
に
取
り

替
え
ら
れ
、
新
設
と
合
わ
せ
て
69
灯
の
LED
灯
防
犯
灯

が
つ
い
て
、
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
念
願
の
香
川
駅
ホ
ー
ム
の
屋
根
増
設
工
事
と
、

駅
前
の
ス
ロ
ー
プ
設
置
工
事
に
よ
っ
て
、
雨
の
日
の

ホ
ー
ム
で
の
安
全
が
確
保
さ
れ
、
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
で
の
駅
の
出
入
り
が
、
安
全
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
も
香
川
自
治
会
の

基
本
目
標
に
基
づ
き
、「
明
る
く
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

自
治
会
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
今
年
度
に
取
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
点
課
題
は

①
香
川
駅
前
通
り
の
安
全
確
保

②
自
治
会
館
の
老
朽
化
対
応

③
防
災
組
織
の
充
実　
　
　
　

だ
と
考
え
ま
す
。

　
◎
香
川
駅
前
通
り
の
安
全
確
保

　

駅
前
通
り
の
安
全
確
保
の
一
環
と
し

て
、
今
年
度
は
静
岡
中
央
銀
行
前
か
ら

駅
北
側
踏
切
を
渡
っ
た
先
の
十
字
路
ま

で
の
、
約
160
メ
ー
ト
ル
分
の
舗
装
改
修

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
歩
行
者
が
歩
き

易
い
道
路
に
改
修
さ
れ
ま
す
。

こ
の
工
事
が
完
成
し
ま
す
と
、
大
山
街

道
か
ら
北
陵
高
校
前
ま
で
の
自
動
車
の

制
限
速
度
が
、
40
キ
ロ
か
ら
30
キ
ロ
に

減
速
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
歩

行
者
や
自
転
車
の
安
全
確
保
に
寄
与
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

◎
自
治
会
館
の
老
朽
化
対
応

　

昨
年
度
の
自
治
会
館
改
修
は
、
資
金

の
関
係
で
屋
根
、
外
壁
と
１
階
部
分
だ

け
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度

は
、
２
階
お
よ
び
階
段
を
全
面
的
に
改

修
し
、
使
い
や
す
い
自
治
会
館
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

◎
防
災
組
織
の
充
実

　

先
日
の
東
日
本
大
震
災
で
、
日
頃
か

ら
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
た
地
域
で
は
、

そ
の
効
果
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
常
任
部
会
と
し
て
防
災

部
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
当
自
治
会
の

防
災
組
織
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
機
能
す

る
よ
う
に
す
る
基
礎
作
り
を
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　科　　　目　　
会 議 費
事 務 消 耗 品 費
旅 費 ・ 交 通 費
慶 弔 費
交 際 費
給料・手当（伝達員）
防 災 費
会 館 維 持 管 理 費
さくらハウス維持管理費
自治会館修繕積立金
自治会館建設積立金
共 済 火 災 保 険 料
修 繕 費
東日本大震災募金
雑 費
　 小 計
第 一 町 内 会 費
第 二 町 内 会 費
第 三 町 内 会 費
第 四 町 内 会 費
総 務 部 会 費
会　計　部　会　費
ふれあい部会費(旧文化厚生)
広 報 部 会 費
美化部会費(旧環境整備)
環境部会費(旧衛生)
体育部会費(旧ふれあい)
防犯部会費(旧まちづくり)
会 館 管 理 部 会 費
防災部会費(新設)
　 小 計

日 本 赤 十 字
赤　い　羽　根
年 末 助 け 合 い
子 ど も 会
青少年育成推進協議会
レディース香川
寿 ク ラ ブ
体 育 振 興 会
香 川 消 防 団
香川諏訪神社御輿保存会
香川祭囃子保存会
ニコニコサークル
防 犯 協 会
湘北自治会連合会
湘北地区社会福祉協議会
香川地区社会福祉協議会
資源回収協力金

　科　　　目　
繰 越 金
正 会 員 会 費
特 別 会 員 会 費
交 付 金 ・ 補 助 金
資 源 回 収 協 力 金
寄 付 金 ・ 受 取 利 息
会 館 収 入
行 事 収 入
東 日 本 大 震 災 募 金
雑 収 入
収 入 総 額

　　　　　小　　　計
支 出 合 計
繰 越 金
予 備 費
支 出 総 計

経

常

費

事

業

費

募
金
・
団
体
助
成
及
び
分
担
金

平成23年度予算額

2,960,517
12,240,000

153,600
1,470,000
1,250,000

5,000
1,136,000

360,000
-

6,100,000
25,675,117

平成22年度決算額

2,184,798
10,060,000

168,000
1,473,550
1,275,657

142,772
1,114,411

360,200
2,662,209

222,050
19,663,647

平成23年度予算額

130,000
600,000
10,000
50.000
40,000

900,000
500,000

2,350,000
100,000

1,000,000
2,000,000

842,670
6,000,000

-
800,000

15,322,670
360,000
400,000
390,000
400,000
240,000
35,000

1,350,000
990,000
180,000
140,000
696,000
140,000
30,504
-

5,351,504
385,000
410,000
170,000
100,000
50,000
60,000

155,000
230,000
400,000
30,000
20,000
30,000

102,300
57,000
32,200
30,000

440,000
2,701,500

23,375,674
-

2,299,443
25,675,117

平成22年度決算額

75,500
549,544

0
328,500
25,000

900,000
396,900

2,444,813
86,065

1,140,000
-
-
-

2,662,209
1,194,495
9,803,026

203,556
296,181
199,186
258,430
138,003
17,902

1,173,239
934,495
164,485
101,558
566,498
155,071
20,000
-

4,228,604
385,000
410,000
170,000
100,000
50,000
60,000

155,000
230,000
400,000
30,000
20,000
-

102,300
57,000
32,200
30,000

440,000
2.671,500

16,703,130
2,960,517

-
19,663,647

平成23年4月10日　香川自治会　会　　　長　山本　茂樹
会計部会長　長嶋　憲治

平成23年度　香川自治会　一般会計予算
(2011年4月1日～2012年3月31日）

＜収入の部＞

＜支出の部＞

（単位：円）

募
金
協
賛
金

各
種
団
体
助
成
金

分

担

金

東
日
本
大
震
災
に

義
援
金
を
寄
付
！

香
川
自
治
会

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
へ
、
自
治
会
と
し
て
募
金
活
動
を
行

お
う
と
、
第
二
町
内
会
の
中
村
副
町
内

会
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
自
治
会
と
し

て
至
急
回
覧
で
皆
様
に
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
香
川
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援

に
よ
り
、
二
百
六
十
六
万
円
を
超
え
る

多
額
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
に
山
本
自
治
会
長
、
中
村

副
町
内
会
長
、
水
上
総
務
部
会
長
、
長

嶋
会
計
部
会
長
の
４
名
で
市
の
保
健
福

祉
課
に
、
被
災
者
の
支
援
に
役
立
て
て

も
ら
う
べ
く
届
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
募
金
に
つ
い
て
は
、

茅
ヶ
崎
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

自治会長　山本茂樹

東日本大震災の義援金を市役所に！

香川福祉ふれ
あ い 基 金
自治会館償却
積 立 金
香川浜降祭実行
委員会積立金

1,608,298

179,808

2,750,752

＜預金・積立金残高＞（単位:円）

平成23年4月1日現在

総
代
会
開
催

平
成
22
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

平
成
23
年
度
事
業
計
画
・
事
業
予
算

議案に目を通す出席者
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第
一
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

　

東
日
本
大
震
災
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
お
身
内
、
ご
親
戚

や
お
知
り
合
い
の
方
な
ど
が
、
各
地
に

お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

前
年
度
の
組
長
さ
ん
に
は
、
東
日
本

大
震
災
へ
の
義
援
金
の
集
金
と
い
う
、

最
後
の
お
仕
事
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
第
一
町
内
会
は
、

香
川
自
治
会
の
中
で
、
１
世
帯
あ
た
り

の
義
援
金
額
が
も
っ
と
も
大
き
な
町
内

会
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
暖
か
い
ご

理
解
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
度
に
な
り
、
今
年
は
、
部
会
の

名
称
が
変
更
に
な
っ
た
り
、
統
一
地
方

選
挙
で
自
治
会
館
が
使
用
出
来
な
か
っ

た
り
と
、
な
に
か
と
ご
面
倒
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
が
、
組
長
さ
ん
、
町
内

役
員
さ
ん
、
今
年
一
年
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
任
の
組
長
さ
ん
に
は
、
連

絡
用
の
書
類
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

組
長
札
の
見
や
す
い
所
へ
の
掲
示
を
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
第
一
町
内
会
は
、
役
員
に
い

ろ
い
ろ
と
変
更
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
少
し
落
ち
着
い
て
町
内
会
活
動
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
に
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

地
震　

津
波
、
原
発
事
故
、
近
く
で

は
振
り
込
み
詐
欺
、
ひ
っ
た
く
り
、
空

き
巣
な
ど
と
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い

昨
今
で
す
が
、
我
々
香
川
の
住
民
は
、

明
る
く
挨
拶
を
交
わ
し
合
い
、
元
気
に

暮
ら
し
て
行
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

き
っ
と
良
い
日
も
や
っ
て
来
る
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

(

小
川)

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
者
の

方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
長
さ
ん
に
は
、
義
援
金
を
集
め
る

た
め
年
度
末
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
２
町
内
会
は
、
防
災
運
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
の
災
害
で
今

ま
で
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
甘
さ
を

痛
感
す
る
と
同
時
に
、
や
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
事
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
今
後
の
活
動
に
活
か
せ
て
い
け
る

よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
第

３
土
曜
日
に
実
施
の
組
長
さ
ん
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
も
す
っ
か
り
定
着
し
、
今

で
は
毎
回
50
名
を
越
す
参
加
者
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
月
一
回
そ
れ
ぞ
れ
意
見

交
換
な
ど
し
な
が
ら
元
気
に
町
内
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
２
月
26
日
に
行
わ
れ
た
新
組
長

会
に
お
い
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
率
先
し

て
御
協
力
下
さ
っ
た
組
長
さ
ん
８
名
と

役
員
さ
ん
２
名
に
対
し
、
感
謝
状
と
粗

品
の
進
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
町
内
に
あ
る
公
園
に
嬉
し
い
二

ュ
ー
ス
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

①
昨
年
の
６
月
オ
ー
プ
ン
の
香
川
ゆ
う

ゆ
う
公
園
に
、
背
も
た
れ
つ
き
の
ベ
ン

チ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
も
う
一

脚
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ゆ
っ
た

り
と
座
る
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

②
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出
発
点
で
あ
る
南
公

園
に
街
灯
が
二
基
つ
き
、
と
て
も
明
る

く
な
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

反
面
、
ち
ょ
っ
と
残
念
な
事
に
、
煙

草
の
吸
殼
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
る
の

が
目
立
ち
ま
す
。
誰
で
も
見
か
け
た
ら

勇
気
を
持
っ
て
注
意
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。　

（
中
村　

六
一
）

第
二
町
内
会

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
被
害
者

の
皆
様
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
に
備
え
、
自
治
会

組
織
の
重
要
性
、
特
に
近
所
の
方
々
と

の
連
絡
、
話
し
合
い
の
必
要
性
が
問
わ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
香
川

自
治
会
で
も
新
年
度
よ
り
「
防
災
部
会
」

を
立
ち
上
げ
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
防
災

部
会
員
を
中
心
に
自
治
会
会
員
の
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
や
一
人
住
ま
い
の
方
達

と
の
連
絡
を
密
に
し
て
災
害
時
に
備
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
活
動
と
し
て
防
犯

・
防
災
活
動
、
環
境
美
化
、
ご
み
、
資

源
物
集
積
場
所
の
設
置
・
管
理
、
文
化

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
行
政
情

報
の
伝
達
等
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、

そ
の
よ
う
な
活
動
が
順
調
に
行
わ
れ
る

わ
け
で
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
様
に
し
て
、
自

然
と
人
が
ふ
れ
あ
う
、
心
豊
か
な
私
た

ち
の
住
む
街
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

（
石
嶋
）

　

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！

◎
東
日
本
大
震
災
の
救
援
募
金
に
は
多

く
の
会
員
の
方
の
ご
厚
志
を
頂
き
、
あ

ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
災
害
を
反
面
教
師
と
し
て
、

我
々
も
も
う
一
度
災
害
に
対
処
す
る
心

構
え
・
準
備
を
点
検
す
る
必
要
性
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
自
治
会
の
部
会
組
織

の
一
部
再
編
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

中
で
、
「
防
災
部
会
」
が
新
た
に
発
足

す
る
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
「
自
主
防

災
組
織
」
に
変
わ
る
、
新
し
い
体
制
作

り
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
向
け
て
、

皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
香
川
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
「
香
川

駅
」
が
大
き
く
変
わ
り
、
ホ
ー
ム
の
全

面
に
屋
根
が
、
そ
し
て
駅
舎
出
入
口
も

利
用
者
に
優
し
い
通
路
等
、
新
し
い
街

づ
く
り
へ
の
出
発
点
に
な
る
駅
に
多
く

の
期
待
を
寄
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
安
全
安
心
の
街
づ
く
り
を
念
頭
に
始

め
た
、
町
内
会
の
夕
時
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
も
、
今
年
で
３
年
目
に
入
り
ま
す
。

　

毎
月
第
二
土
曜
日
の
夕
刻
、
町
内
役

員
や
組
長
さ
ん
に
よ
っ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク

別
編
成
で
行
わ
れ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

に
多
数
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
町
内
役
員
の
一
部
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
。
町
内
会
長
が
健
康
上
の
事
由
で

辞
任
し
た
た
め
で
す
。

　

新
町
内
会
長　
　

伊
東
治
尊

　
　

町
内
副
会
長　

竹
内　

敏

　
　

町
内
会
計　
　

竹
牟
禮
み
さ
子

　
　

ふ
れ
あ
い
部
会
員　

鈴
木
順
一

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
東
）
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香
川
自
治
会　

定
例
役
員
会
議
題

●
３
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

①
各
町
内
会
、
各
部
会

　

２
、３
月
度
活
動
計
画
及
び
連
絡
事
項

②
３
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）		

③
会
館
管
理
体
制
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

（
会
館
管
理
部
会
長)

④
「
防
災
対
策
連
絡
会
」
の
解
散
と
防

災
部
会
へ
の
引
き
継
ぎ　

（
中
村
座
長)

⑤
平
成
23
年
度
事
業
計
画
、
同
予
算
計

画
書
配
付　

（
総
務
、
会
計
部
会
長
）

・
火
災
共
済
に
関
す
る
決
算
報
告　

他

⑥
そ
の
他	

	

検
討
事
項	

	

①
「
ニ
コ
ニ
コ
サ
ー
ク
ル
」
の
会
館
使

用
料
免
除
に
つ
い
て　

(

自
治
会
長
）

●
４
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

①
「
防
災
部
会
」
正
副
部
会
長
紹
介
・		

役
員
自
己
紹
介

②
各
町
内
会
、
各
部
会

　

３
、４
月
度
活
動
計
画
及
び
連
絡
事
項

③
４
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

④
東
日
本
大
震
災　

義
援
金
募
金
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
会
計
部
会
長
）

⑤
「
防
災
対
策
連
絡
会
」
解
散
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

⑥
「
会
館
建
設
検
討
会
」
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

⑦
駅
前
花
壇
植
栽
物
移
設
、
勘
重
郎
堀

散
策
路
整
備
関
係　

（
美
化
部
会
長
）

⑧
そ
の
他

検
討
事
項

①
平
成
22
年
度　

事
業
報
告
、
事
業
費

決
算
報
告
に
つ
い
て

②
平
成
23
年
度　

事
業
計
画
、
事
業
費

予
算(

案)

に
つ
い
て

③
「
総
代
会
」
開
催
準
備
に
つ
い
て

沼
本　
　

守　

Ａ　

12-

１

柏
倉　
　

紘　

Ｂ　

９

笠
石　

絹
枝　

Ｃ　

38

辻　
　

明
敏　

Ｄ　

29

水
口　

兼
雄　

Ｅ　

21-

４

星　
　

和
行　

Ｆ　

24-

２

第一町内会

第四町内会 第三町内会

第二町内会

平
成
23
年
度　

香
川
自
治
会
代
議
員
名
簿

熊
澤　
　

宏　

Ａ　

３-

２

植
松　
　

淳　

Ａ　

６-

２

石
塚　

良
雄　

Ｂ　

18-

３

坂
東　

政
美　

Ｂ　

19-

２

工
藤　

拓
也　

Ｃ　

30

松
井　
　

悟　

Ｃ　

34-

３

新
倉　

良
和　

Ｄ　

38-

３

稲
垣　

馨
子　

Ｄ　

47

菊
地　

節
治　

Ａ　

11

原　
　

克
幸　

Ａ　

14

菊
池　
　

誠　

Ａ　

15

末
光　

久
雄　

Ｂ　

28

吉
田　
　

繁　

Ｃ　

30-

１

佐
藤　

秀
夫　

Ｃ　

31-

６

小
山
内
敏
夫　

Ｃ　

32

林　
　

和
則　

Ｃ　

39-

２

小
出　

和
弘　

Ｄ　

47

伊
藤　

素
明　

Ｄ　

54-

２

福
山　

敬
二　

Ａ　

１-

１

米
沢　

洋
三　

Ｂ　

６-

１

小
松　

隆
雄　

Ｃ　

12

山
崎　

達
雄　

Ｄ　

７

山
中　

一
輝　

Ｅ　

８

齊
藤　

光
明　

Ｆ　

12

熊
倉
サ
ダ
コ　

Ｇ　

６-

２

飯
島　
　

超　

Ｈ　

４

皆
様
に
は
今
年
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

背もたれ付きベンチ
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こ
の
度
、
新
設
し
た
防
災
部
会
の
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

自
治
会
、
町
内
会
に
関
し
て
は
ま
だ

現
役
で
も
あ
り
、
全
く
関
与
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
突
然
の
、
し
か
も
新
設

の
部
会
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
戸

惑
う
所
で
す
が
、
先
輩
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
任
期
中
に
何
ら
か
の
形

を
残
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

「
防
災
対
策
連
絡
会
」
と
し
て
平
成

19
年
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

き
た
よ
う
で
す
が
、
具
体
的
な
活
動
ま

で
は
至
ら
ず
、
今
日
ま
で
来
た
よ
う
で

す
。

　

今
ま
で
討
議
さ
れ
て
き
た
課
題
を
先

ず
は
初
年
度
、
一
つ
で
も
実
現
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
香
川
自
治
会
「
自
主
防

災
規
約
」
の
点
検
と
見
直
し
で
す
。

　

現
実
に
即
し
た
実
行
、
実
現
可
能
な

組
織
、
体
制
作
り
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災

を
見
る
よ
う
に
想
定
外
を
想
定
し
、
い

つ
来
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
対
応
で

き
る
防
災
備
品
の
準
備
や
防
災
訓
練
の

実
施
等
一
つ
ず
つ
、
出
来
る
だ
け
早
く

実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

N
EW

S

主
催　

香
川
地
区
体
育
振
興
会

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
９
時
～

場
所　

香
川
小
学
校　

体
育
館

		

昨
年
の
９
月
か
ら
今
ま
で
に
検
討
会

が
４
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
、

そ
の
内
容
の
確
認
及
び
平
成
23
年
度
の

検
討
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。

　

検
討
会
と
し
て
は
、
道
路
を
大
き
く

変
更
さ
せ
る
こ
と
は
実
現
不
可
能
に
近

い
こ
と
か
ら
、
現
実
を
直
視
し
実
現
可

能
な
、
道
路
や
広
場
・
駐
輪
場
な
ど
を

整
備
す
る
方
向
で
意
見
を
ま
と
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

整
備
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
駅
前
エ
リ
ア
（
歩
行
者
・
自
転
車

の
安
全
空
間
の
確
保
、
駅
前
広
場
の
整

備
、
商
業
施
設
の
活
性
化
等
）、
香
小

通
り
エ
リ
ア(

通
勤
・
通
学
の
歩
行
者

に
配
慮
し
た
空
間
の
確
保
、
歩
行
者
と

自
転
車
の
混
線
の
解
消
等)

の
２
つ
の

新
設
・
防
災
部
会
長
の
ご
挨
拶

お
知
ら
せ

　

「
NPO
法
人	

ち
が
さ
き
学
童
保
育
の

会
」
は
、
み
ず
た
ま
ク
ラ
ブ
を
香
川
小

学
校
の
プ
ー
ル
隣
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
香
川
小
学
校
区
の
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
て
ん
と
う
虫
ク
ラ
ブ
・
よ
つ
ば

ク
ラ
ブ
・
み
ず
た
ま
ク
ラ
ブ
と
あ
わ
せ

て
３
つ
に
な
り
、
児
童
数
の
増
加
に
よ

う
や
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

香
川
小
学
校
区

児
童
ク
ラ
ブ
が
３
つ
に

●
自
治
会
役
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
三
町
内
会
長
の
山
田
邦
彦
氏
と
防

犯
部
会
長
の
阿
部
利
昭
氏
が
、
健
康
上

の
事
由
に
よ
り
退
任
さ
れ
、
次
の
方
が

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
三
町
内
会
長　

伊
東
治
尊
氏

・
防
犯
部
会
長

　
　

第
三
町
内
会　

内
田
勇
夫
氏

　

退
任
さ
れ
た
両
氏
に
は
、
健
康
を
回

復
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

●
ニ
コ
ニ
コ
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
対
し

て
、
自
治
会
よ
り
助
成
金
支
給
！

　

在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ

ん
の
孤
立
感
や
不
安
感
を
少
し
で
も
和

ら
げ
よ
う
と
、
子
育
て
支
援
を
目
的
に
、

自
治
会
館
を
活
動
拠
点
に
毎
月
３
回
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
サ
ー
ク
ル

活
動
の
意
義
を
評
価
し
た
も
の
で
す
。

平
成
23
年

４
月
26
・
27
日　

香
川
自
治
会
・

　
　
　
　
　
　
　

総
代
会

５
月
５
日　
　
　

地
引
網
大
会

６
月　
　

中
止　

諏
訪
神
社
大
祭

７
月
18
日　
　
　

浜
降
祭

８
月
６
・
７
日　

香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

９
月　
　
　
　
　

敬
老
の
お
祝
い

10
月
２
日　
　
　

香
川
地
区
体
育
大
会

11
月　
　
　
　
　

湘
北
地
区
防
災
訓
練

11
月
８
日　
　
　

湘
北
地
区
市
民
集
会

11
月
19
・
20
日　

香
川
自
治
会
館
祭
り

平
成
24
年

１
月
７
日　
　
　

賀
詞
交
歓
会

　

詳
細
な
日
時
は
、
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

防
災
部
会 

役
員
名
簿

　

各
町
内
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
防
災
部

会
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

第
一
町
内
会

部
会
長　
　

大
淵　

正
人　

１
・
９
組

　
　
　
　
　

島
田　

藤
利　
　
　

29
組

第
二
町
内
会

　
　
　
　
　

中
村　

博
子　

17
・
２
組

　
　
　
　
　

中
山　

由
美　

51
・
４
組

第
三
町
内
会

副
部
会
長　

亀
井　

綾
子　

５
・
１
組

　
　
　
　
　

藤
本　

悦
子　
　
　

34
組

第
四
町
内
会

　
　
　
　
　

藁
科　

敏
幸　

21
・
２
組

　
　
　
　
　

岩
田　

征
二　

８
・
１
組

　

防
災
部
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

香
川
自
治
会

主
要
行
事
日
程

３
月
６
日

香
川
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

こ
れ
ま
で
と
、
こ
れ
か
ら

の
検
討
会
の
施
策
を
討
議

想
定
外
を
想
定
し
て
！

大淵　正人
防災部会長

■
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
・
児
童
ク
ラ
ブ
）
と
は
？	

　
共
働
き
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
保
護

者
が
昼
間
留
守
に
な
る
家
庭
で
は
、
放

課
後
や
長
期
休
校
中
の
お
子
さ
ん
の
生

活
は
と
て
も
心
配
な
こ
と
で
す
。

　

学
童
保
育
所
は
、
放
課
後
保
育
を
必

要
と
す
る
児
童
が
、　

「
た
だ
い
ま
！
」

と
帰
っ
て
き
て
、
お
や
つ
を
食
べ
た

り
、
宿
題
を
し
た
り
、
異
年
齢
の
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
お
手
伝
い
を

し
た
り
し
て
安
全
に
楽
し
く
過
ご
す
所

で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
第
二
の

我
が
家
で
あ
り
、
指
導
員
た
ち
が
親
代

わ
り
で
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
へ
入
所
で
き
る
児
童

は
、
小
学
１
～
３
年
生
で
す
が
、
ク
ラ

ブ
の
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
小

学
６
年
生
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
国
・
県
・
市
か
ら

の
委
託
事
業
費
と
保
護
者
負
担
の
育
成

料
に
よ
り
、
指
導
員
の
賃
金
、
そ
の
他

の
費
用
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

●
伝
達
員
・
会
館
管
理
人
と
雇
用
契
約

　

伝
達
員
の
小
山
内
さ
ん
、
安
藤
さ
ん
、

会
館
管
理
人
の
谷
藤
さ
ん
、
田
中
さ
ん

と
平
成
23
年
度
の
雇
用
契
約
を
結
び
ま

し
た
。
期
間
は
１
カ
年
で
す
。

●
香
川
第
２
、
第
３
青
少
年
広
場
の
公

園
化
工
事
開
始

　

平
成
22
年
度
で
の
入
札
が
不
調
に
終

わ
り
、
23
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
公
園

化
工
事
が
、
４
月
11
日
頃
か
ら
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
対
外
活
動
の
役
員
担
当
を
一
部
変
更

　

自
治
会
長
が
担
当
し
て
い
た
湘
北
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
香
川
小
学
校
区

青
少
年
育
成
協
議
会
の
理
事
会
等
へ
の

香
川
自
治
会
と
し
て
の
出
席
は
、
代
表

副
会
長
の
沓
澤
幸
子
氏
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

時間：14 時～ 16 時
活動：4～ 6人体制で
　　　1回／月程度の活動
連絡先：防犯部会長　　　
　　　　内田　勇夫
電話：５７－７２９０

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

暁
の
祭
典
・
浜
降
祭

今
年
は
寒
川
神
社
の
単
独
祭
祀
に
自
粛

日
程　

７
月
18
日
（
月
）
海
の
日

場
所　

茅
ヶ
崎
海
岸

　

香
川
駅
前
の
ト
イ
レ
に
は
、
ほ
と
ん

ど
気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
、
ひ
っ
そ
り
と
配
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
芸
術
的
作
品
も
、
駅
前
整
備
と

歩
道
の
確
保
に
伴
い
、
撤
去
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

駅
前
ト
イ
レ
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
消
え
ま
す
！

モニュメント

エ
リ
ア
に
分
け
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
通
し
の
悪
い
道
路
の
角
切

り
な
ど
は
、
整
備
計
画
の
策
定
を
待
つ

こ
と
な
く
、
早
期
に
着
手
し
て
い
く
内

容
で
あ
る
と
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
エ
リ
ア
別
・
テ
ー

マ
別
の
検
討
も
行
い
、
商
興
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
高
校
生
等
か
ら
も
ご
意
見
を
頂

き
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
方
策
に
も

反
映
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

第5回

クラブの所在地

スロープが設置された香川駅前



広　報 か　が　わ

③
体
育
指
導
委
員
の
指
導
に
よ
り
、
市

が
推
進
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

を
図
り
ま
す
。

④
香
川
公
民
館
ま
つ
り
に
、
も
ち
つ
き

と
バ
ザ
ー
で
参
加
し
ま
す
。

⑤
香
川
自
治
会
館
ま
つ
り
と
地
引
網
大

会
に
協
力
し
ま
す
。
香
川
自
治
会
に
今

年
度
か
ら
「
体
育
部
会
」
が
で
き
る
と

伺
い
、
参
加
自
治
会
全
て
に
体
育
部
が

揃
い
、
体
振
と
し
て
は
連
携
が
図
れ
大

歓
迎
で
す
。
香
川
自
治
会
現
行
役
員
さ

ん
の
慧
眼
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

⑥
高
南
駅
伝
大
会
に
参
加
す
る
香
川

チ
ー
ム
を
支
援
し
ま
す
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
達
成
感
、
爽
快
感
、

仲
間
と
の
一
体
感
な
ど
、
精
神
的
な
充

足
を
も
た
ら
す
と
共
に
、
体
力
の
向

上
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
発
散
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
心
身
の
両
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宇
野　

弘
子

木
瓜
の
花
藍
の
暖
簾
の
染
物
屋

春
シ
ョ
ー
ル
外
人
墓
地
の
坂
上
が
る

　

坂
を
上
っ
て
行
く
の
は
別
に
外
人
で

な
く
と
も
良
い
。
明
る
い
春
シ
ョ
ー
ル

と
外
人
墓
地
と
の
組
合
せ
が
良
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

留
守
頼
み
遺
言
め
き
て
山
笑
ふ

初
蝶
と
行
く
先
ち
が
ふ
岐
れ
道

　

ふ
と
見
付
け
た
今
年
の
初
蝶
。
蝶
は

蝶
で
気
ま
ま
な
方
に
消
え
て
行
く
。
初

蝶
の
儚
さ
が
出
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

目
を
画
き
て
命
吹
き
込
む
内
裏
雛

酌
み
交
す
媼
二
人
の
雛
祭

　

媼
で
一
句
に
深
み
と
軽
い
ユ
ー
モ
ア

が
生
ま
れ
た
。
賑
や
か
な
様
で
淋
し
さ

の
滲
む
、
味
わ
い
の
あ
る
一
句
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花　

富
士
子

囀
の
あ
ふ
る
る
中
の
東
慶
寺

伊
豆
の
海
青
々
ひ
ら
け
吊
し
雛

　

吊
し
雛
で
有
名
な
稲
取
辺
り
の
一
句

だ
ろ
う
。
漁
港
を
中
心
に
開
け
た
町
だ

が
、
通
り
の
家
々
の
間
口
に
、
吊
し
雛

が
見
ら
れ
る
。
異
色
の
景
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

淳
子

囀
り
の
途
切
れ
て
朝
の
電
車
発
つ

雛
菓
子
の
桃
色
選
ぶ
幼
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

囀
り
の
ふ
と
途
絶
え
た
り
野
の
広
さ

ま
た
会
え
し
古
雛
飾
る
和
菓
子
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

幸
香

老
い
て
な
ほ
一
日
楽
し
む
雛
飾
り

囀
り
や
余
韻
を
ひ
き
て
樹
か
ら
樹
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

囀
り
に
一
刻
気
分
変
わ
り
け
り

家
々
に
雛
を
飾
り
て
漁
師
村

　
　

選
者
吟

蝶
生
る
石
屋
の
多
き
薬
師
道

連
絡
先　

長
島
久
江　

℡
(57)
６
５
２
５

訃
報
（
平
成
23
年
4
月
20
日
現
在
）

坂
田　

日
出
雄
様　

73
才　

２
月
24
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

１
・
１
組

鈴
木　

久
子
様　
　

81
才　

３
月
４
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

37
・
１
組

守
屋　

二
郎
様　
　

81
才　

３
月
６
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

７
組

原　
　

勝
良
様　
　

66
才　

３
月
７
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

13
・
２
組

熊
澤　

玉
江
様　
　

81
才　

３
月
８
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

46
・
１
組

今
井　

仙
太
郎
様　

67
才　

３
月
11
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

23
・
２
組

熊
澤　

藤
俊
様　
　

81
才　

３
月
11
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

１
・
１
組

白
井　

節
子
様　
　

67
才　

３
月
13
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

21
・
５
組

倉
田　

み
さ
を
様　

89
才　

３
月
14
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

４
・
１
組

名
倉　

美
子
様　
　

77
才　

３
月
25
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

４
・
１
組

菊
池　

幸
雄
様　
　

88
才　

４
月
２
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

３
・
６
組

澤
田　

潤
一
様　
　

75
才　

４
月
５
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

５
組

　

昨
年
11
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
「
集

い
繋
げ
て
や
さ
し
い
地
域
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
「
公
民
館
ま
つ
り
」
を
開
催
。

　

５
月
に
発
表
・
展
示
・
バ
ザ
ー
部

会
長
等
の
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

２
千
年
に
企
画
さ
れ
た
「
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
」
の
公
開
方
法
を
検
討
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
各
自
治
会
掲
示
板
、
駅
構
内

に
掲
示
、
コ
ン
ビ
ニ
、
保
育
園
、
新
聞

社
に
配
付
し
、
積
極
的
に
宣
伝
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
可
愛
い
保
育
園

児
の
「
キ
ラ
キ
ラ
星
」
の
演
奏
が
あ

り
、
交
流
会
で
は
、
素
晴
ら
し
い
若
者

の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
。
主

催
事
業
の
発
表
と
し
て
『
大
道
芸
で
地

域
デ
ビ
ュ
ー
』
し
た
山
田
講
師
と
仲
間

が
磨
い
た
芸
の
「
う
い
ろ
う
売
り
」
の

口
上
や
口
笛
、
観
客
と
の
皿
回
し
の
披

露
で
拍
手
喝
采
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
で

名
曲
の
「
故
郷
」
を
合
唱
し
、
交
流
を

深
め
た
。
「
体
験
コ
ー
ナ
」
で
は
、
は

た
織
り
、
似
顔
絵
描
き
、
葉
っ
ぱ
の
拓
本
、

塗
り
絵
が
参
加
者
か
ら
好
評
。

　

発
表
は
各
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
太
極

拳
・
舞
踊
・
演
奏
な
ど
。
展
示
は
絵
画
・

陶
芸
・
写
真
及
び
カ
プ
セ
ル
に
入
れ

　

広
報
か
が
わ
１
月
15
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た
香
川
小
学
校
北
門
近
く
の
横
断

歩
道
が
開
通
し
、
五
叉
路
の
子
ど
も
た

ち
の
通
学
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
安
全

通
学
に
大
き
く
寄
与
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
開
通
に
合
せ
て
横
断
誘
導
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
21
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
「
香
川
小
学
校
区
子
ど
も

安
全
見
守
り
隊
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
７
日
、
学
校
の
始
業
に
合

せ
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
「
子
供
た
ち
の

明
る
い
声
で
『
あ
り
が
と
う
！
』
は
何

よ
り
元
気
を
貰
え
、
楽
し
い
で
す
。
月

２
～
３
日
の
活
動
な
の
で
苦
も
無
く
早

起
き
に
な
り
健
康
に
も
い
い
」
と
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
よ
り
防
寒
具
な
ど
も
貸
与
い

た
だ
き
寒
さ
知
ら
ず
で
す
。
緑
の
蛍
光

色
の
ベ
ス
ト
が
目
印
で
す
。

　

随
時
、
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
、
ご
協
力
下
さ
い
。

問
合
せ
先　

香
川
小
学
校
新
任
の
田
野

口
和
加
子
教
頭　

51-

３
１
５
３
ま
で

　

な
お
、
前
任
の
大
八
木
尚
子
教
頭
は

西
浜
小
学
校
長
に
栄
転
さ
れ
、
村
瀬
良

子
校
長
は
香
小
を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま

し
た
。
お
二
人
に
は
ご
尽
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
事
務
局　

野
島
）

第
22
回
香
川
公
民
館
ま
つ
り
報
告

　

香
川
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
香
川

地
区
体
育
振
興
会
（
以
下
体
振
と
省
略

し
ま
す
）
は
、
香
川
、
甘
沼
、
松
風
台
、

み
ず
き
と
、
４
つ
の
自
治
会
の
連
合
団

体
で
す
。
世
帯
数
の
多
い
香
川
は
、
四

町
内
会
に
な
る
の
で
、
実
質
的
に
は
７

団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
振
の

主
な
活
動
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
体
育
大
会
（
運
動
会
）
を
主
催
。

　

体
育
大
会
は
、
家
族
や
地
域
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
、
地

域
社
会
の
活
性
化
に
も
役
立
つ
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
43
回
目
の
今
年
も

沢
山
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
開
催
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
ペ
タ
ン
ク
の
５
競
技

を
町
内
対
抗
形
式
で
実
施
し
ま
す
。

面
に
わ
た
る
健
康
の
維
持
増
進
に
寄

与
す
る
も
の
で
す
。」
こ
れ
は
、
平
成

22
年
10
月
茅
ヶ
崎
市
作
成
の
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
本
計
画
の
趣
旨
」
の
引
用
で

す
が
、
体
振
も
こ
の
趣
旨
に
則
り
、
一

人
で
も
多
く
の
人
が
、
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
場
を
提
供
し
て
参
り
ま

す
。
各
町
内
会
か
ら
選
任
さ
れ
た
８
名

ず
つ
の
役
員
が
お
世
話
を
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
香
川
の
住
民
同

士
が
益
々
の
交
流
と
親
睦
を
図
れ
た

ら
、
私
た
ち
に

と
っ
て
こ
の
上

も
な
い
喜
び
で

す
。

　

体
振
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

会
長　

田
口
政
雄

実
行
委
員
長

　

中
村　

五
初
男

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
！

み
ん
な
の
声

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
童
保
育
所
は
、
働
い
て
い
る
な
ど

で
、
保
護
者
の
方
が
放
課
後
一
緒
に
過

ご
せ
な
い
小
学
生
の
子
ど
も
達
を
お
預

か
り
し
て
い
る
施
設
で
す
。
日
曜
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
休
み
で
す
が
、
土
曜
、

夏
休
み
に
は
朝
か
ら
開
け
て
い
ま
す
。

　

一
年
生
か
ら
６
年
生
の
子
ど
も
達
が

室
内
外
の
自
由
遊
び
、
お
や
つ
、
勉
強

の
時
間
、
誕
生
会
な
ど
を
通
し
て
一
緒

に
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
第
一
青
少
年
広
場
の
近

く
に
あ
る
て
ん
と
う
虫
・
よ
つ
ば
ク
ラ

ブ
と
い
う
一
つ
の
施
設
に
、
百
人
近
い

子
ど
も
達
が
狭
い
中
で
、
生
活
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
集
会
な
ど
で
地
域
か

ら
学
童
保
育
の
質
問
を
取
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
香
川
小
学
校
プ
ー

ル
前
に
新
し
く
み
ず
た
ま
ク
ラ
ブ
が
で

き
ま
し
た
。

　

元
気
な
子
ど
も
達
を
育
て
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

誘導中の隊員の皆さん

ら
れ
た
当
時
の
乳
幼
児
の
絵
と
家
族
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
Ｓ
体
操
の
会
長

の
「
十
年
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携

帯
電
話
の
普
及
等
…
更
に
社
会
情
勢
に

よ
り
経
済
不
況
、
家
庭
崩
壊
は
増
し
『
明

る
い
楽
観
的
な
見
方
は
で
き
な
い
』
と

記
さ
れ
た
洞
察
力
」
に
感
服
。

　

な
お
、
講
義
室
で
「
十
年
前
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
よ
り
～
『
公
民
館
の
歴
史
、

今
に
つ
な
が
る
』
の
上
映
が
あ
り
、
満

席
と
な
り
皆
さ
ん
大
変
感
動
し
た
と
。

　

お
手
伝
い
の
中
学
生
に
よ
る
「
お
茶

コ
ー
ナ
」、
図
書
館
前
の
「
ブ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
」
は
人
々
で
賑
わ
っ
た
。

　

屋
外
の
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
の
綿
菓
子
、

焼
鳥
や
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
け
ん
ち

ん
汁
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
評
判
で
完
売
。

人
気
の
餅
つ
き
実
演
販
売
に
は
開
店
前

か
ら
長
蛇
の
列
。
初
参
加
の
福
祉
施
設

の
手
作
り
パ
ン
販
売
も
喜
ば
れ
た
。
今

回
も
売
り
上
げ
の
一
部
を
奄
美
地
方
大

雨
災
害
の
義
援
金
に
ま
た
地
域
福
祉
活

動
に
使
わ
れ
る
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
皆
様
の
ご
協
力

で
前
回
よ
り
も
来
場
者
は
四
百
人
も
多

く
大
盛
況
で
ホ
ッ
ト
し
た
。

香
川
地
区
体
育
振
興
会
の
紹
介

香
川
学
童
保
育
所
を
よ
ろ
し
く
。

み
ず
た
ま
ク
ラ
ブ
常
勤
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　

小
関　

真
史

体育大会入場行進


